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　令和元年５月 10日に第３回議会臨時会を開会し、正副議長の選挙、各常任委員・
議会運営委員・小山広域保健衛生組合議員の指名、監査委員の選任など、議会人事
の改選を行ない、野木町議会の新体制がスタートしました。

野木町議会の新体制がスタート

こ
の
度
、
第
28
代
野
木
町
議
会
議
長
を
拝
命
し
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
等
、

様
々
な
政
策
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
私
た
ち
議
会
と
町
執

行
部
は
切
磋
琢
磨
し
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
元
代
表
制
の
も
と
、
議
会
は
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
政
発
展
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
の
立
場
に
立
ち
、
共
に
考
え
、
政
策
等
提

案
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
的
確
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、
課
題
解
決
に
向
け
、
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
重
ん
じ
、
副
議
長
を
拝
命
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
議
会
議
員
へ
初
当
選
以
来
16
年
が
経
過
し
、
紆
余
曲
折
の
中
、
今
の
立
場
に
立
っ
て
お

り
ま
す
が
、「
仕
上
げ
は
ひ
と
つ
」と
し
て
常
々
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
取
り
分
け
議
会（
特

に
地
方
自
治
）の
本
義
は
、
少
数
や
個
人
が
決
し
て
不
利
益
を
講
ず
る
事
が
無
い
よ
う
に
万
全
を

尽
く
す
事
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
中
立
公
正
を
旨
と
し
て
、
そ
の
方
向
性
が
し
っ
か
り
保
て
る
よ
う
に
、
そ
の

限
り
に
お
い
て
、
議
長
を
支
え
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
議　

長
】

黒く
ろ　

川か
わ　

　

広
ひ
ろ
し

【
副
議
長
】

館た
て　

野の　

崇た
か　

泰や
す

◆
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
◆

◆
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
◆
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各
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

予
算
決
算
常
任
委
員

（
定
員
13
人
）

小
山
広
域
保
健
衛
生

組
合
議
会
議
員

野
木
町
監
査
委
員

◎
針
谷　

武
夫　

議
員　

○
梅
澤　

秀
哉　

議
員

・
宮
﨑
美
知
子　

議
員　

・
眞
瀬　

薫
正　

議
員

・
長
澤　

晴
男　

議
員　

・
館
野　

孝
良　

議
員

・
館
野　

崇
泰　

議
員　

・
鈴
木　

孝
昌　

議
員

・
坂
口　

進
治　

議
員　

・
折
原　

勝
夫　

議
員

・
小
泉　

良
一　

議
員   

・
松
本　

光
司　

議
員

・
小
川　

信
子　

議
員

・
館
野　

崇
泰　

議
員

・
鈴
木　

孝
昌　

議
員

・
眞
瀬　

薫
正　

議
員

　

小
山
市
、
下
野
市
、
上
三
川
町
、

野
木
町
の
2
市
2
町
で
設
置
さ
れ
、

ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
を
協
同
処
理

す
る
事
務
組
合
の
議
会
議
員

　

例
月
出
納
検
査
や
決
算
監
査
な
ど
、

町
の
財
務
に
関
す
る
監
査
や
住
民
監

査
請
求
に
関
す
る
審
査
を
行
う
委
員

総務経済

常任委員会

（定数 7人）

文教民生

常任委員会

（定数 7人）

議会運営

委員会

（定数 6人）

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

【後列】　・ 宮﨑　美知子 　 ・ 黒川　広　　・ 梅澤　秀哉　　 ・ 舘野　孝良
【前列】　○針谷　武夫　　　　 ◎松本　光司　　　　　・坂口　進治

【後列】　・ 鈴木　孝昌　　・舘野　崇泰　　・ 小泉　良一　　・ 眞瀬　薫正
【前列】　　○小川　信子　　　　 ◎折原　勝夫　　　　・長澤　晴男

【後列】　・折原　勝夫　　　　　 ・松本　光司　　　　　・針谷　武夫
【前列】　○小泉　良一　　　　　◎舘野　孝良　　　　　・坂口　進治
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令和元年６月定例会（6月6日～ 13日）の議案審議結果
条例の改正や、一般会計補正予算などを審議しました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 １ 号 野木町災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ２ 号 令和元年度野木町一般会計補正予算（第１号） 賛成多数 可　決

第 ３ 号 業務委託協定の変更について 全員賛成 可　決

第 ４ 号 字の区域の変更について 全員賛成 可　決

第 ５ 号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 全員賛成 同　意

令和元年　第4回　野木町議会定例会
　6月 6日から 13日までの 8日間の会期で、「令和元年第 4回野木町議
会定例会」を開会しました。
　本会議では、町長から提案された議案 5件、報告 2件を審議しました。
　各議案の審議結果は以下のとおりです。
　また、一般質問は 6名の議員により、町政に関する諸問題や、将来の展
望などについて質問を行ないました。
　各議員による一般質問は 6ページ以降をご覧ください。
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本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

条

例

改

正

野
木
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
貸
付
利
率
等
の
見
直
し

が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

一
般
会
計
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
６
５
３

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
83
億
３
６

５
３
万
９
千
円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
国
の
施
策
２
件（
幼
児
教
育
・

保
育
無
償
化
事
業
、
地
域
消
費
喚
起
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
）の
追
加
補
正
が

主
な
理
由
で
す
。

協

定

変

更

業
務
委
託
協
定
の
変
更

野
木
第
二
工
業
団
地
造
成
事
業
関
連
道

路
整
備
業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
一
部

に
つ
い
て
、
協
定
の
相
手
方
に
よ
る
入
札

等
に
よ
り
、
総
事
業
費
に
減
額
が
生
じ
た

た
め
、
変
更
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

区

域

変

更

字
の
区
域
の
変
更

県
営
佐
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業
の
施

行
に
伴
い
、
当
該
事
業
区
域
に
お
い
て
、

字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

人

事

野
木
町
監
査
委
員

岩　

﨑　

忠　

義　

氏　
（
再
任
）

大
字
佐
川
野
在
住

専
決
処
分
の
承
認

野
木
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

 

―
全
員
賛
成
で
承
認
―

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
改
正
法
律

等
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

野
木
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

―
全
員
賛
成
で
承
認
―

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
改
正
法
律

等
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

人

事

野
木
町
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

―
全
員
賛
成
で
同
意
―

眞　

瀬　

薫　

正　

氏　
（
再
任
）

大
字
丸
林
在
住

議会を傍聴しませんか？

次回の定例会は 9月 6 日から
開会予定です。

５月
臨時会

5月10日に会期１日で開会さ
れた臨時会において、３つの議
案を審議し、2つの報告を受け
ました。
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6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

県
南
中
核
都
市
構
想
が
、
実
現
の
方
向
に
至
る
時
に
は
、

野
木
町
も
手
を
あ
げ
る

令
和
の
時
代
、
栃
木
・
小
山
「
県
南
中
核
都
市
」
構

想
へ
の
参
加
に
つ
い
て
伺
う

折原　勝夫　議員

令
和
と
い
う
新
た

な
時
代
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
と
い
う
元
号

に
込
め
ら
れ
た
意

義
を
深
く
受
け
止
め
、

町
民
が
和
や
か
に
心
寄

せ
合
う
中
で
、
美
し
く

文
化
が
花
開
き
、
育
っ

て
い
く
町
と
な
る 

よ
う
、

決
意
も
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

は
、「
ち
ゃ
ん
と
通
じ
て

い
る
の
か
な
？
」と
想
像

し
な
が
ら
、
相
手
に
合

わ
せ
て
話
を
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
、「
ゆ
っ

く
り
、
は
っ
き
り
話
す
」

「
短
く
区
切
っ
て
話
す
」

そ
し
て「
難
し
い
こ
と

ば
は
使
わ
な
い
」例
え
ば
、

「
ご
覧
く
だ
さ
い
」は「
見

て
く
だ
さ
い
」、「
私
が
参

り
ま
す
」は「
私
が
行
き

ま
す
」と
い
う
よ
う
に
す

る
事
が
ポ
イ
ン
ト
だ
そ

う
で
す
。

　

外
国
人
住
民
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
多
文
化
共
生
時
代

の
職
員
研
修
の
一
環
と

し
て
、
こ
の「
や
さ
し
い

日
本
語
」を
取
り
入
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

窓
口
業
務
な
ど
で
、

わ
か
り
や
す
く
簡

単
に
明
快
に
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

大
変
有
効
で
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、「
や
さ
し

い
日
本
語
」の
よ
う
な
認

識
を
庁
舎
内
で
も
、
し

っ
か
り
と
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

多
文
化
共
生
を
語

る
う
え
で
、
今
回

の
答
弁
の
中
で
も
多
用

さ
れ
て
い
た
国
際
交
流

協
会
の
果
た
す
役
割
が

重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
の

た
め
に
幾
つ
か
の
市
を

視
察
し
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
の
市
で
も
国
際
交

流
協
会
の
事
務
局
を
首

長
部
局
で
担
当
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
野
木
町
の
国

際
交
流
協
会
は
、
生
涯

学
習
課
で
所
管
し
て
ま

す
が
、
か
つ
て
、
総
務

課
に
あ
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
多
文

化
共
生
を
踏
ま
え
て
、

町
長
部
局
に
事
務
局
を

置
く
こ
と
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

現
在
、
友
好
都
市・

姉
妹
都
市
関
係
は
、

政
策
課
で
関
わ
っ
て
お

り
、
国
際
交
流
協
会
の

事
務
局
が
あ
れ
ば
、
よ

り
動
き
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
、

野
木
町
の
状
況
を
見
て

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

栃
木
県
国
際
交
流

協
会
に
よ
る
と
、

日
本
に
住
む
外
国
人
で

あ
れ
ば
、
日
本
語
が
通

じ
る
こ
と
が
非
常
に
多

く
、
日
本
人
に
話
す
よ

う
に
話
し
た
ら
通
じ
な

い
時
に
、「
や
さ
し
い
日

本
語
」で
話
を
す
る
と
伝

わ
り
や
す
く
な
る
と
の

こ
と
で
す
。

未来（あす）への中核都市構想を！

質問事項
・令和の時代における町のあり方に
　ついて
・外国人住民に対する町の対応について
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

事
故
を
減
ら
す
上
で
は
、高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納

も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
る

運
転
免
許
証
の
返
納
に
つ
い
て
伺
う

小泉　良一　議員

ひ
ま
わ
り
館
へ
の

結
婚
の
問
い
合
わ

せ
件
数
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。平

成
31
年
4
月
1

日
以
降
、
福
祉
、

介
護
や
生
活
困
窮
等
の

相
談
は
多
い
が
、
結
婚

に
関
す
る
相
談
は
あ
り

ま
せ
ん
。

恋
人
の
聖
地
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
で
展
開
し
て
い
る

が
、
恋
人
の
聖
地
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、

ま
た
町
の
観
光
協
会
と

協
力
し
合
い
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
ま
す
。

若
者
の
出
会
い
応

援
事
業
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら

(

株)

と
ち
ぎ
テ
レ

ビ
と
町
が
業
務
委
託
を

交
わ
し
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。
過
去
16
回

開
催
し
て
１
０
０
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
返

納
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。平

成
30
年
度
中
に

免
許
証
を
返
納
さ

れ
た
方
は
71
名
で
す
。

平
成
29
年
度
は
73
名
、

平
成
28
年
は
48
名
で
す
。

　

近
年
高
齢
者
に
よ
る

事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
重
大
な
事
故
の
報

道
も
あ
り
、
事
故
を
減

ら
す
上
で
は
、
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
返
納
も

有
効
な
手
段
の
一
つ
と

考
え
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
指

導
対
策
と
し
て
何

か
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。交

通
マ
ナ
ー
意
識

が
一
番
で
あ
る
と

認
識
し
て
、
毎
月
1
回

早
朝
啓
発
活
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
老

人
ク
ラ
ブ
で
交
通
安
全

教
室
や
講
演
会
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

返
納
後
の
交
通
弱

者
の
対
策
と
し
て

何
か
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。自

主
返
納
し
、
申

請
い
た
だ
い
た
75

歳
以
上
の
方
に
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
２
０

０
円
券
20
枚
を
無
料
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月
か
ら

は
年
齢
制
限
を
外
し
、

自
主
返
納
し
、
申
請
い

た
だ
い
た
方
全
員
に
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
無

料
券
20
枚
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
満
70
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
、
町
外
の
医
療
機
関

へ
の
通
院
時
の
タ
ク
シ

ー
利
用
料
金
に
つ
い
て
、

１
ヶ
月
５
千
円
を
上
限

と
し
、
タ
ク
シ
ー
代
の

半
額
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

恋人の聖地として認定を受け作られた
モニュメント

今後も恋人の聖地の PR活動を！

質問事項
・結婚支援ついて
・運転免許証の返納について
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6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

豚
舎
の
清
掃
の
確
認
や
消
臭
剤
の
散
布
で
、
に
お
い

の
軽
減
に
努
め
て
い
く

豚
舎
の
悪
臭
問
題
で
町
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う

坂口　進治　議員

平
成
30
年
12
月
の

議
会
で
、
養
豚
農

家
の
飼
育
頭
数
は
１
、

０
０
０
頭
前
後
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在

の
飼
育
頭
数
と
そ
の
根

拠
を
伺
い
ま
す
。

現
在
は
５
０
０
頭

程
度
に
減
少
し
て

い
る
と
養
豚
農
家
よ
り

聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
根
拠
に
つ
い

て
は
客
観
的
な
証
拠
が

な
く
、
本
人
の
申
告
を

信
じ
る
の
み
で
す
。

飼
育
頭
数
に
よ
っ

て
法
令
に
よ
る
特

定
施
設
に
該
当
す
る
と

思
い
ま
す
が
、各
法
律
・

条
例
に
お
け
る
、
管
理

届
け
出
等
は
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

栃
木
県
生
活
環
境

の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
で
は
、
２
０
０

頭
以
上
の
豚
の
飼
育
に

供
す
る
施
設
を
特
定
施

設
と
定
め
て
お
り
、
当

該
養
豚
場
は
こ
の
特
定

施
設
に
該
当
し
、
届
け

出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
課
で
月
に
一
度

養
豚
業
者
宅
を
訪
問
し
、

清
掃
状
況
の
写
真
や
日

報
の
提
出
を
受
け
、
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

野
木
町
の
養
豚
場

は
、
悪
臭
防
止
法

の
規
制
区
域
外
と
の
事

で
す
が
、
他
の
自
治
体

で
は
町
全
体
に
広
げ
、

環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

野
木
町
で
は
変
更
す

る
計
画
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。栃

木
県
に
お
い
て

は
、
都
市
計
画
法

上
の
用
途
地
域
と
の
連

動
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
長
が
必
要
と
認

め
る
地
域
に
つ
い
て
規

制
基
準
を
設
定
で
き
る

と
さ
れ
、
県
内
で
は
市

町
長
が
定
め
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。

　

指
定
地
域
と
は
、
住

民
の
生
活
環
境
を
保
全

す
る
た
め
に
悪
臭
を
防

止
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
住
居
が
集

合
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　

県
が
指
定
す
る
規
制

地
域
以
外
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
そ
の
地
域
の

社
会
的
条
件
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
研
究
す
る

余
地
は
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り

使
用
し
て
い
る
デ

オ
マ
ジ
ッ
ク
Ｈ
Ｇ
の
効

果
で
、
臭
い
が
少
な
く

な
っ
た
と
の
答
弁
で
す

が
、
根
拠
と
消
臭
剤
の

利
用
方
法
は
確
認
を
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

こ
の
消
臭
剤
は
、

悪
臭
を
甘
い
香
り

に
変
え
、
臭
気
を
軽
減

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
養
豚
農
家
を
毎
月

１
回
訪
問
す
る
際
取
扱

説
明
書
通
り
適
正
に
使

用
し
て
い
る
こ
と
を
担

当
で
は
確
認
し
て
お
り

ま
す
。

　

町
民
か
ら
不
快
な
臭

気
の
ク
レ
ー
ム
や
ご
意

見
が
以
前
よ
り
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
消
臭
効

果
が
出
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質問事項
・養豚場の悪臭対策と
　今後の取り組みについて
・野木町移住定住の施策につ
　いて

悪臭対策として使用されている
「デオマジックHG」
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

今
年
度
か
ら
各
指
定
避
難
所
に
配
備
す
る

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
つ
い
て
伺
う

松本　光司　議員

災
害
時
備
蓄
品
の

現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。アル

フ
ァ
ー
米
、

パ
ン
缶
詰
、
飲
料

水
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
粉

ミ
ル
ク
等
を
常
備
し
て

お
り
ま
す
。

乳
児
用
液
体
ミ
ル

ク
は
、
水
・
ガ
ス

が
止
ま
っ
た
避
難
所
で
、

お
湯
に
溶
か
す
必
要
が

な
く
、
ほ
乳
瓶
に
移
し

替
え
れ
ば
直
ぐ
に
授
乳

で
き
ま
す
。
安
全
で
手

軽
に
扱
え
、
今
春
よ
り

発
売
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
早
目
の
備
え
を
提

案
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
各

指
定
避
難
所
に
配

備
し
ま
す
。

町
営
駐
輪
場
の
業

務
委
託
料
が
、
前

年
比
１
０
０
万
円
削
減

に
な
り
、
管
理
体
制
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
伺
い
ま
す
。

駅
周
辺
４
ヶ
所
の

駐
輪
場
の
管
理
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。 

　

整
理
指
導
の
回
数
、

時
間
と
人
員
、
放
置
自

転
車
撤
去
の
回
数
を
減

ら
し
ま
し
た
。 

　

不
具
合
が
出
れ
ば
、

対
処
を
考
え
ま
す
。

強
風
時
の
転
倒
防

止
策
と
し
て
、
自

転
車
ス
タ
ン
ド
の
増
設

及
び
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
方
式
に
よ
る
受
益
者

負
担
に
つ
い
て
、
利
用

頻
度
が
少
な
い
駐
輪
場

の
在
り
方
を
伺
い
ま
す
。

現
在
、
自
転
車
ス

タ
ン
ド
は
３
８
０

基
設
置
し
て
あ
り
、
増

設
と
有
料
化
は
費
用
対

効
果
及
び
賃
貸
物
件
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

今
後
、
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
館
」の

相
談
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

高
齢
・
介
護
、
障

が
い
、
子
育
て
、

生
活
困
窮
、
そ
の
他
、

計
51
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
７
件
の
複

合
的
相
談
は
セ
ン
タ
ー

内
の
検
討
会
議
を
経
て
、

１
件
が
ケ
ー
ス
会
議
で

検
討
さ
れ
、
そ
の
支
援

に
つ
い
て
は
経
過
観
察

中
で
す
。

会
員
相
互
援
助
組

織
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
利
用
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
訳
は「
お
ね
が
い

会
員
」が
、
子
ど
も
を「
ま

か
せ
て
会
員
」宅
に
一
時

的
に
預
け
る
事
に
な
り
、

外
部
と
隔
離
さ
れ
た
閉

鎖
的
な
空
間
に
、
抵
抗

と
不
安
が
あ
る
か
ら
で

す
。

　

そ
こ
で
、「
ひ
ま
わ
り

館
」の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
が
、

「
ま
か
せ
て
会
員
」に
よ
る

一
時
預
か
る
場
所
と
し

て
、
利
用
出
来
な
い
か

伺
い
ま
す
。

様
々
な
利
用
方
法

を
検
討
し
ま
す
。

災害時でも対応できる
乳児用液体ミルク

質問事項
・災害時用備蓄品の取り扱いについて
・町営駐輪場の安全対策について
・総合サポートセンターとファミリー
サポートセンターの連携について
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6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

観
光
政
策
の
成
果
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
て
い
る

３
周
年
を
迎
え
た
「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
の
３
年
間
を

ど
う
評
価
す
る
の
か

館野　孝良　議員

３
周
年
を
迎
え
た

「
野
木
町
煉
瓦
窯
」

の
、
こ
の
３
年
間
を
ど

う
評
価
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。「煉

瓦
窯
」で
は
、

毎
年
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

お
り
、
今
年
５
月
末
の

見
学
者
は
６
万
３
０
０

０
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
フ
マ
ン
館

の
来
館
者
は
平
成
30
年

度
末
で
18
万
５
０
０
０

人
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
人
を
呼
び
込

む
イ
ベ
ン
ト
に
は
、「
煉

瓦
窯
」は
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
お
り
、

文
化
財
を
活
用
し
た
観

光
政
策
の
成
果
に
つ
い

て
は
高
く
評
価
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

「
野
木
町
煉
瓦
窯
」

は
新
た
な
観
光
事

業
の
会
場
と
し
て
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
野
木
神

社
や
渡
良
瀬
遊
水
地
な

ど
、
地
域
資
源
が
多
い

の
で
そ
れ
ら
と
の
連
携

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
の
農

地
を
活
用
し
た
農
業
体

験
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
行
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
で
は
観
光
大
使

を
任
命
し
て
い
る

が
、
そ
の
成
果
が
あ
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
よ
り

8
名
の
方
に
観
光

大
使
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。

　

観
光
大
使
の
皆
様
に

は
様
々
な
形
で
、
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
活
動
範
囲
を
広
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長
か
ら
成
果
は

伺
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
観
光
で
は
な
く
、

野
木
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。「
観
光
大

使
」の
名
前
を
変
え
た

ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
が
、
再
考
は
あ
り
ま

す
か
。名

前
は「
観
光
大

使
」で
す
が
、
そ

の
目
的
と
し
て
は
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
た

だ
く
、
あ
る
い
は
知
名

度
を
出
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
町
に
対
す
る
観
光

振
興
に
資
す
る
提
言
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
外

か
ら
見
て
い
て
野
木
町

に
は
ど
う
い
う
も
の
が

あ
る
の
か
提
言
し
て
い

た
だ
き
と
思
い
ま
す
。

3 周年を迎えた「野木町煉瓦窯」
〜感謝祭の様子〜

質問事項
・野木町煉瓦窯と観光について
・新しくなったハザードマップに
　ついて



議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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問答

「
地
域
い
こ
い
の

場
」づ
く
り
に
は
、

場
所
と
人
材
の
確
保
の

二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。「
い
こ
い
の
場
」づ

く
り
を
希
望
す
る
団
体

が
場
所
を
確
保
で
き
な

い
場
合
、
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。

「
野
木
町
地
域
い

こ
い
の
場
運
営

補
助
金
交
付
要
綱
」に

基
づ
き
事
業
を
展
開
し

ま
す
が
、
場
所
の
問
題

な
ど
開
設
に
当
っ
て
出

て
く
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
運
営
団
体
と
相
談
、

協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を「
地
域

い
こ
い
の
場
」事
業
の

中
心
と
し
て
、
各
地
域

の「
い
こ
い
の
場
」を
そ

の
出
先
機
関
と
位
置
付

け
、
場
所
に
つ
い
て
は

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
確
保
す
る
と
い
っ

た
考
え
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

提
案
に
つ
い
て

は
、
今
後
機
会

を
見
て
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

な
ど
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
い
こ
い
の

場
」や「
サ
ロ
ン
」

の
サ
ポ
ー
タ
ー
も
高
齢

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

若
い
方
々
な
ど
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
材
育
成
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。総

合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
、
各

地
域
で
活
躍
し
て
い
た

だ
け
る
人
材
を
育
成
・

発
掘
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
々
へ
の
研

修
も
今
後
考
え
て
行
き

ま
す
。体

育
館
な
ど
の
避

難
所
で
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
無
い
こ
と

が
問
題
で
す
。
避
難
所

運
営
に
際
し
、
乳
幼
児

を
抱
え
た
お
母
さ
ん
や

支
援
が
必
要
な
高
齢
者

に
対
し
て
、
教
室
を
提

供
す
る
な
ど
の
対
応
は

考
え
て
い
ま
す
か
。

災
害
時
の
要
配

慮
者
に
つ
い
て

は
、
ご
本
人
や
ご
家
族

の
意
向
を
確
認
し
て
、

よ
り
居
住
性
の
高
い
部

屋
を
優
先
的
に
提
供
す

る
な
ど
考
慮
し
て
い
ま

す
。

今
回
の
避
難
訓
練

に
合
わ
せ
、
思
川

へ
の
排
水
機
場
の
排
水

ポ
ン
プ
稼
働
訓
練
は
行

わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

現
段
階
で
は
排

水
ポ
ン
プ
の
稼

働
訓
練
は
計
画
に
入
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
避
難

訓
練
と
は
別
に
、
今
後

定
期
点
検
の
見
学
会
な

ど
を
地
域
の
方
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
い
こ
い
の
場
」
を
野
木
駅
の
東
西
に
１
カ
所

ず
つ
、
ま
ず
設
置
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る

「
街
か
ど
カ
フ
ェ
す
ま
い
る
」
の
よ
う
な
「
地
域
い

こ
い
の
場
」
づ
く
り
に
つ
い
て
町
の
方
針
を
伺
う

梅澤　秀哉　議員

質問事項
・地域いこいの場づくりについて
・全町避難訓練について

地域の方々のいこいの場となっている
「街かどカフェすまいる」
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主 な 議 会
ス ケ ジ ュ ー ル

　8月〜 9月の活動予定　
８月	 ２日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 	 3日	 全町避難訓練講演会
	 	 ８日	 議会全員協議会
	 	 １０日	 益子のひまわり祭り
	 	 21日	 戦没者追悼式
	 	 ２３日	 かみのかわサンフラワー祭り
	 	 ２８日	 議会全員協議会
９月	 ２日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 	 ６日	 令和元年第５回野木町議会定例会
	 	 	 （会期未定）
※活動予定は編集時現在の日程を記載しております
ので、変更・追加されることがあります。

　6月〜 7月の活動記録　
	６月	 ３日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 	 ６日	 令和元年第４回野木町議会定例会
	 	 	 （〜１３日）
	 	１０日	 議会全員協議会
	 	２７日	 野木第二工業団地内町道開通式
	 	３０日	 令和元年度野木町消防団夏季点検
	７月	 １日	 交通安全早朝街頭啓発活動
	 	１１日	 ひまわりフェスティバル啓発活動
	 	１２日	 議会全員協議会
	 	１３日	 第６９回社会を明るくする運動
	 	 	 「社明いきいきフェスタin野木・小山」
	 	２４日	 宮城県丸森町視察対応
	 	２６日	 第２８回ひまわりフェスティバル
	 	 	 （〜２８日）

＊ 編 集 後 記 ＊
議会も新体制がスタートし、議会だより編集

委員も新しくなりました。
新人議員２人が委員長、副委員長で少々不安

な船出となりましたが、経験豊かな先輩議員の
アドバイスもあり、何とか「議会だより126号」
を発行することができました。

７月９日には、編集委員で議会だよりの研修
会に参加しました。

今号ではそこで学んだことの一部しか紙面づ
くりに取り込めていません。

皆様に興味を持って「手に取ってもらえる」、
「読んでもらえる」、そして「わかりやすい」紙面
づくりを目指し、研修会で学んだことや他町村
の議会広報で良いと思えるところはどんどん取
り入れ、一歩ずつ紙面づくりにチャレンジして
いきたいと思います。
「議会だより」に対する皆さまのご意見ご感想

をお待ちしております。 
議会だより編集委員長　梅澤　秀哉　

《編集発行　議会だより編集委員会》

委 員 長　梅澤　秀哉　　副委員長　小川　信子
委　　員　館野　孝良　　委　　員　館野　崇泰
委　　員　小泉　良一　　委　　員　針谷　武夫
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